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  復活祭 (イースター)って何？          Pâques ?  / Pasen ?
　春の訪れとともにやって来る復活祭について、ベルギー人に聞いてみました。

　ベルギー国民の大半はカトリック信者です。しかし、近年

は信仰する人が少なくなり、毎週ミサに出かけるのは、老人

ばかりという教会も増えています。そんな中でも復活祭とク

リスマスには、子どもを連れて家族で教会に行き、ミサに与

る人がいます。そう、キリスト教にとって、復活祭は最大の

お祭りなのです。

　その復活祭は、十字架に架けられ亡くなったキリストが死

者から復活した日を祝うお祭りです。当時のローマ帝国で、

反逆者のみが受けた残忍な処刑が十字架刑でした。両手足を

釘で打ち付けられ、体を支えきれず呼吸困難で死亡するとい

う、長くは48時間も苦しみながらの処刑でした。キリストの

死を確認するため、ある兵士が彼のわき腹に槍を突き刺した

という記述も福音書にあります。このキリストが亡くなった

のが金曜日、その3日後の日曜日に悲しみにくれた人々がキリ

ストの墓に行ってみると、なんと墓石が動かされていて、キ

リストの遺体はなくなっていたのです。キリストは、生前繰

り返し予言していた通り、甦ったのです。

　復活祭は移動祝日で、春分の日

の後に来る最初の満月の次の日曜

日が復活祭となるので、毎年復活

祭の日が変わります。2016年の復

活祭は、3月27日(日)と早い時期

に当たっています。

　復活祭当日は、教会でのミサの

後、家族で集まって食事会が行われます。どの家庭もお母さ

んは、大忙し。シャンパンやキール(カシスのジュース+白ワ

イン)でアペリティフをはじめ、前菜、メインディッシュ、デ

ザートを用意し、時間をかけて会話を楽しみながら昼食を進

めます。この日のメニューは、春を意識して子羊の肉や白ア

スパラガスを使った料理がいいですね。

　家族が集まっての食事

会なので、アペリティフ

に約1時間、食事に約2時
間と、デザートを食べる

頃は、3時のおやつの時

間になっていることが多

いです。このデザートに

は、子羊の形をしたアイスクリームを

用意したり、写真右のような、春を

象徴する復活祭用のケーキをパティ

スリーで選びます。

　復活祭は、春の訪れでもあり、復

活祭の日に教会の鐘が鳴り響き、小

鳥が生命の源の卵を運んでくるとい

われています。そのため、街中ではウサギやヒヨコを飾った

ショーウインドウを見かけるようになります。スーパーなど

でも卵形のチョコレートが出回り、復活祭を待ちきれずに食

べている子どもを見かけますね。熱心なカトリック信者の家

庭では、カーニバルのマルディ・グラ以降日曜日を除いた40
日間の四旬節の期間を粗食で過ごし、娯楽の自粛や慈善活動

への積極的な参加を行います。そして、復活祭で大きな祝い

を行い、子どもたちは待ちに待ったチョ

コレートを食べれるという訳です。庭や

家の中に隠されたイースター・エッグを

捜し求めて、子どもたちは大はしゃぎ。

幼稚園や小学校でもこの時期、卵を使っ

た工作で動物を作ったり、彩ったイース

ター･エッグを作ったりします。

　現地校では、今年、復活祭が終わって

から2週間の春休みになります。これま

では、この時期まだスキーにも行けたのですが、毎年の温暖

化で、標高の高い地域でないと雪が残っていません。春休み

は、雪山より太陽を求めて海へ行こうという家族も増えてい

ます。日照時間の短いベルギーだからこそ、太陽を求めて日

焼けをしに行くのもいいですね。皆さんの春休みは、いかが

ですか？旅行に出かけなくても、家族でのんびりくつろい

で、日ごろの疲れを癒しましょう。


